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360　　　 ラ ッ トstructural 　 luteolysis過程 に お

け る 血 中プ ロ ゲ ス チ ン
、 黄体 内蛋白濃度 、 MMP活性

な ら び にTIMPmRNA発現 の 経時的変化に つ い て
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　［目的］ラ ッ トで 同定 さ れ た AEG （acidic　epididymal

gly。oprotein ）分子は、精巣上体上皮細胞 よ り分泌

され た後、精子頭部先体後域細胞膜に付着 し 、 精

子成熟に 関与する と考えられ て い る 。 また AK ｝分

子 は 、精巣 に特異的 に発現 され る TPX −1 （testis

spec 孟fic　protein　X −1）分子 などと ア ミ ノ酸配列相同

性 を しめ す。 本研究は 、 ヒ トAEG 遺伝子 の cDNA ク

ロ
ー

ニ ン グ を目的 と した。　［方法］成人男子 の 精

巣上 体 よ り抽出 した totalRNA か ら 、 逆転写酵素 を

用 い て cDNA を合成後、独 自に作成 し た プ ライ マ
ー

を用 い てPCR 法 に よ りヒ トAEG 遺伝子 を増 幅 した 。

こ の 増幅遺伝子 をプ ロ ーブ と し て 、ヒ ト精 巣上体

εDNA ラ イブ ラ リーe．ス ク ソ
ーニ ン グか ら完全長

cDNA を分離後 、 そ の塩基 配列 を決定 した 。 また 本

遣伝子発現 の組織特異性を剖検試料 （精巣、精巣

上体な ど9臓器）を用 い て、Northern　 blot法で 検討

し た 。 なお本研究 に お ける 各組織試料 の 採 取に あ

た っ て は 、あらか じめ 本人 また は 家族 の 同意を得

た 。 　［成績］　（1＞完全長cDNA ク ロ ーン の 塩基配

列か ら類推 され る蛋 白は 、 249個の ア ミ ノ酸残基か

ら成 り、ラ ッ ト ・マ ウ スAEG ならびに マ ウス TPX −1

と約40％ の ア ミ ノ酸配 列相 同性 を示 した 。 こ の 蛋

白は 、 ラ ッ トABG と同様に N −linked糖鎖結合 可能部

位 と豊富な酸性ア ミ ノ酸 を有 し、さ らに ラ ッ ト ・

マ ウス AEG な らび にマ ウス TPX −1に 共通 した特微 と

して膜貫通領域を持たず 、 C末 にcysteine 　rich領域を

含ん で い た 。　（2）Northem 　blotでは、ラ ッ ト ・マ

ウス Aeg遺 伝子 と同様 、精巣上 体 の み に そ の 発現 が

み られ た 。　［結論］ ヒ トAEG 遣伝子 の cDNA ク ロ ー

ニ ン グ に 初 め て成功 し、類推 され る ア ミ ノ酸配列

とmRNA の 組織分布 を明 らか に しえた。

　［目醐 黄体 の 退縮過程 に はprogesterone （P4）の

低 下す る functional　 luteolysis （FL）と 黄体組織が

縮小する structural 　 luteolysis（SL）がある ，ラ ッ

トと ヒ ト で は FLか らSLへ の 段階的に移行す る とい

う考えが
一

般的 で あ る．SLの 発生 に は我 々 が 既 に報

告 して い る よ うに皿atrix 　metalloproteinase （MMP）

が関与 して い る．そ こ で今回 FLか らSLへ の プ ロ ゲ

ス チ ン ，蛋 白濃度 ，MMP活性，tissue 　 inhibitor　of

metalloproteinase （TIMP）mRNA 等 の 経 時的変化を

通 して SL発生 の メ カ ニ ズ ム を検討 し た ．［方法1
PMS−hCGで過排卵 させ た幼若雌 ラ ッ トに day4（hCG投
与 日をdayO＞か らbromocryptine投与を開始して FL
を誘導 Lprolactin（PRL）をday6夕 か ら投与 した ．

day8か らdayl1まで 上 記の 項目の 経 日的な変化 を

RIA
，zymography ，　northern 　hybridizationで検討 し

た．［成績］黄体重量 はday9か ら減少 し始め daylO，
11で は control の 約 55％まで 減少 した ．day8か らday

l1まで progesterone は 19．1−・17．9ng／ml と有意 の 変

化 は なか っ た ．20a −dihydroprogesterone（20 α P）
は 62．3→29．3ng／ml と漸減 し た．蛋 白濃度は 150→

II8μ g／mg 　wet 　weight と漸減する一方 MMP−2活性

は day9か ら増強 し始め ，day10で control の 2．2倍と

peak を示 し．dayl1で やや減弱 した．また TIMP　mRNA

発現 は day9で 減少傾向が あ りdaylOで最低値を示 し，

dayl1で や や 増加傾 向 を示 した ．［結論］FLか らSL

に移行す る過程 で ，MMP活性 の 増強 とTrMP発現 の 減

少の 開始に は3 日間 の PRL投 与が必要であ り，細胞外

マ トリ ッ ク ス 蛋 白の 減少の 開始 と と もに急速 に黄

体重 量が減少 し始め る 事が示唆さ れ る，また 総 プ ロ

ゲス チ ン 産生減少特に に 20 α Pの低下 は細胞外 マ ト

リ ッ ク ス の 変化 と関連 し て い る可能性が考 えられ

た 。
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